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13:00開場

土

宮崎大学農学部卒業後、同大学工学部文部技官、助教を経て、同大学大学院農学工学総合研究科
でヒ素除去を目的とした磁性吸着材の開発に関する研究で博士号を取得した後、同大学工学教育研
究部の准教授に昇進。現在もヒ素など環境汚染金属の吸着材開発の研究をしている。
宮崎大学附属図書館の「よみがえる土呂久」常設展示に協力。また、宮崎大学公開講座「土呂久に学
ぶ環境学」（川原一之氏講師）を開催。これまでに講義をとおして約300人の大学生・大学院生に資源・
環境保全の題材として土呂久の歴史を伝えている。

13:30～15:45

社会福祉を学んでいた学生時代にバングラデシュの農村部を訪れたのがきっかけでバングラデシュの
文化と暮らしに関心を持つようになり、ベンガル語を学び始める。
2001年から宮崎市に本部を置く国際協力NGOのアジア砒素ネットワークの職員として、バングラデシュ
の水供給、保健（慢性疾患対策）、栄養、持続可能な食料生産などに関するプロジェクトに参加。ライフ
ワークとして日本でバングラデシュ食文化の紹介と雨水利用を楽しんでいる。
※ 特定非営利活動法人アジア砒素ネットワーク(AAN)・・・土呂久での支援をきっかけに1996年より活動を行う。現在はバングラ
デシュを中心に「住民とともに歩む」理念のもと、安全な飲料水の確保、健康を支える地域づく り、栄養改善と持続可能な農業の
実践について活動を展開している。 AAN ホームページ URL：http://www.asia-arsenic.jp


